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  立川市雨水浸透施設設置基準 

１．目的 

この設置基準は、立川市雨水浸透施設設置補助金交付要綱（以下、「要綱」という。） 

 の雨水浸透施設の設置にあたり、必要な事項を定めることを目的とする。 

２．用語の定義 

補助対象の雨水浸透施設とは、「雨水浸透ます」及び「雨水浸透管」とし、雨水浸透

施設の設置に伴い発生する簡易工事を「付帯工事」とする。 

（１）「雨水浸透ます」は、有孔又は多孔性の浸透ますの周辺を砕石で充填し、集水し

た雨水を側面及び底面より地中に浸透させる施設をいう。 

（２）「雨水浸透管」は、浸透管（有孔管、多孔管等）の周囲を砕石等で充填し集水し

た雨水を側面及び底面から地中へ浸透させる施設をいう。 

（３）「付帯工事」は、浸透施設を設置するために必要と判断される軽度な作業等（コ

ンクトート撤去・復旧、植栽の移植、浸透施設から既存合流施設への接続等）

であり、半日程度を要する簡易工事等をいう。 

３．雨水浸透ますの構造 

雨水浸透ますの構造は表１を標準とする。 

 

表１ 雨水浸透ますの構造                        単位：㎜ 

型 番 
ますの径 

ａ 

ます高 

ｂ 

土被り 

ｈ1 

砕石高 

ｈ2 

砂層厚 

ｈ3 

砕石厚 

ｈ4 

掘削辺 

ｃ 

Ｐ３ ２５０ ５００ １００ ５１０ ３０ １１０ ５００ 

Ｐ４ ３００ ５００ １００ ５１０ ３０ １１０ ６００ 

Ｐ５ ３５０ ６００ １００ ６３０ ３５ １３０ ７００ 

単粒度砕石　Ｓ -３ ０

雨水浸透ます

ａ

ｂ

h1

h2

雨水浸透ます

単粒度砕石　Ｓ -３ ０

雨水浸透ます断面図 雨水浸透ます平面図

埋戻土

洗砂(荒目）

透水シート

h3

h4

Ｃ
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４．雨水浸透管の構造 

雨水浸透管の構造は表２を標準とする。 

 

表２ 雨水浸透管の構造                          単位：㎜ 

型 番 
トレンチの幅 

Ｗ 

トレンチの

高さ 

(Ｂ＋Ｃ) 

土被り 

Ａ 

砂層の高さ 

Ｃ 

管径 

Ｄ 

掘削深 

Ｈ 

Ｔ３ ３５０ ４００ １５０ ２５ １２５ ５５０ 

Ｔ４ ４００ ４５０ １５０ ３０ １５０ ６００ 

Ｔ５ ５５０ ６００ ２００ ４０ ２００ ８００ 

 

 

 

 

雨水浸透管

単粒度砕石　Ｓ-３ ０

　　

埋戻土 埋戻土

雨水浸透管

100
以上

Ａ

Ｂ

Ｈ

Ｗ

Ｄ

単粒度砕石　Ｓ-３ ０

雨水浸透管横断面図 雨水浸透管縦断面図

洗砂(荒目） 洗砂(荒目）Ｃ

透水シート



 

3 

 

５．関係機関との調整 

雨水浸透施設の設置にあたり、各法令に係る場合等（雨水浸透施設を排水設備に接

続する場合を含む）は関係機関との調整の上、計画・設計・施工を行うこと。 

６．設置禁止区域 

浸透施設の設置禁止区域は以下の各号の通り 

（１）急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律（昭和 44 年７月１日法律第 57

号）第７条に規定される急傾斜地崩壊危険区域 

（２）雨水浸透施設を設置することにより安全性が損なわれる恐れのある区域 

７．雨水浸透施設の設置にあたり注意すべき事項 

   雨水浸透施設の設置にあたっては、次の事項に留意すること。 

（１）浸透機能が効果的に発揮するよう、施設の配置に十分留意すること 

（２）建物等の構造や地下埋設物に対し安全上支障がないこと 

（３）設置位置は、図１のように構造物の基礎及び使用している埋設物へ影響を及ぼ

さない距離（概ね３０㎝以上）を確保すること。また、２基以上設置する場合

は、浸透能力又は浸透施設相互に影響が生じないよう配置すること 

（４）地下水位よりも高い位置に設置すること 

（５）擁壁上部や傾斜部がある場所に設置する場合は、図２のような距離を確保する

こと 

 

 

２ Ｈ以上

３ ０ ｃ ｍ以上はなす

図１

図２

建物基礎

浸透施設

浸透施設

２ Ｈ以上

関東ロームは３ ５ °以上

３ ０ °以上

Ｈ≧２ ｍ以上

浸透施設
埋設物
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８．施工上の注意 

雨水浸透施設は、自然の地山の浸透能力を損なわないように配慮するとともに、降雨

時においても浸透施設や周辺構造物に影響が生じないよう、次の事項に留意し施工す

ること。また、雨水浸透管の設置についても下記の事項を準用することとする。 

（１） 掘削工  

掘削は、原則として人力で行い余掘りは行わないこと。 

（２） 敷砂工  

浸透底面は、締め固めを行わず直ちにフィルター層として洗砂（荒目） 

を敷きならすこと。洗砂は足で締め固めを行い、タンパ等の機械転圧は 

行わないこと。 

（３）透水シート工（底面・側面等） 

雨水浸透施設に土砂等の流入を防ぐため、充填材の回りに透水シート

（以下「シート」という。）を設けること。また、シートはポリエステ

ル等で引張り強度、腐食等の面で長期間の使用に耐え、透水性を有す

るものとする。 

  （４）砕石の充填工（底面） 

       浸透面の保護と貯留量をできるだけ多く確保するため、充填材とし単

粒度砕石（Ｓ-30）２種４号を使用すること。 

充填材の投入にあたっては、雨水浸透施設内に土砂が混入しないよう

にすること。 

  （５）砕石の充填工（側部・上部） 

        砕石は、シートを引き込まないように充填する。 

（６）透水シート工（上面） 

       砕石充填工が終了後、埋め戻しを行う前に充填砕石の上面にシートで 

覆う。 

  （７）埋戻し工  

ゴミ、土砂等が雨水浸透施設内に入らないよう慎重に行うこと。 

（８）付帯工  

雨水浸透施設設置に伴い必要と判断される付帯工事は、主に既存施設が

対象となるため、影響範囲は最小限度に行うこと。 

 （９）施工完了後、 

雨水浸透施設の清掃と浸透の確認を行うこと。 

９．工事写真 

   工事写真を撮影する場合、寸法や位置及び撮影日等が確認できるように黒板、ポー 

ル等を添えるとともに、背景面が変わらぬよう撮影すること。また、撮影は次に掲げ

る工程毎に撮影すること。 

（１） 施工前  施工前の状況（全箇所） 

（２） 施行中１ 掘削完了時（全箇所）＊寸法を明示する。 

（３） 施工中２ 浸透施設の設置及び接続管布設時（型番ごと） 
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（４） 施工中３ 砂及び単粒度砕石の充填完了時（全箇所） 

（５） 工事完了 施工後の状況（全箇所） 

  （６） 付帯工事 施工前・施工中・施工後（全箇所） 

１０．標準工事単価 

   要綱第６条第１項に規定する標準工事単価は、浸透施設の設置に係る工事費（人力

による掘削、残土処理、シートの設置、浸透施設の設置、砂及び単粒度砕石の充填、

樋からの接続管路設置、埋め戻し等）と設置に伴い必要と判断される付帯工事の単価

であり、次に掲げる標準工事単価表による。 

   また、標準工事単価表に定める標準の寸法以外の雨水浸透施設を設置する場合は、 

直近下位の単価を準用する。 

   なお、口径 200ｍｍ以下の雨水浸透ます又は管径 100mm以下の雨水浸透管は、要綱の

対象外とする。 

標準工事単価表 

雨水浸透ます 

型番 規 格 標準工事単価(消費税抜き) 

Ｐ３ 口径 250㎜ ×深さ 500㎜ ４５，０００円／基 

Ｐ４ 口径 300㎜ ×深さ 500㎜ ５０，０００円／基 

Ｐ５ 口径 350㎜ ×深さ 600㎜ ７１，０００円／基 

 

雨水浸透管 

型番 規格（Ｗ×Ｈ）㎜ 管径 ㎜ 標準工事単価(消費税抜き) 

Ｔ３ 350×400 125 １７，０００円／ｍ 

Ｔ４ 400×450 150 ２１，０００円／ｍ 

Ｔ５ 550×600 200 ３３，０００円／ｍ 

 

付帯工事 

工事内容 標準工事単価(消費税抜き) 

浸透施設を設置するために、軽度な作業等（コン

クトート撤去・復旧、植栽の移植、浸透施設から

既存合流施設への接続等）が必要であると判断さ

れる場合で、申請１件当たりの限度額。（材工共） 

６６，０００円／式 

 

＊上記の施工に伴い発生した廃材等については、法令等に基づき適正な処理を行うこと。 

 

１１．その他 

  この設置基準に定めるもののほか必要な事項は、環境下水道部長が別に定める。 

 

附則  この設置基準は、平成２２年８月２日から施行する。 

この設置基準は、平成２６年４月１日から施行する。 
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この設置基準は、平成２７年４月１日から施行する。 

この設置基準は、平成２８年４月１日から施行する。 

この設置基準は、平成２９年４月１日から施行する。 

この設置基準は、平成３０年４月１日から施行する。 

この設置基準は、平成３１年４月１日から施行する。 

この設置基準は、令和２年４月１日から施行する。 

この設置基準は、令和３年４月１日から施行する。 

この設置基準は、令和４年４月１日から施行する。 

この設置基準は、令和５年４月１日から施行する。 


